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但馬エリア

丹波エリア

播磨エリア

神戸阪神エリア

淡路エリア

豊岡市・香美町・新温泉町・養父市・朝来市

丹波市・丹波篠山市

明石市・加古川市・西脇市・三木市・高砂市・
小野市・加西市・加東市・多可町・稲美町・
播磨町・姫路市・相生市・たつの市・赤穂市・
宍粟市・福崎町・神河町・市川町・太子町・
上郡町・佐用町

神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・伊丹市・
宝塚市・川西市・三田市・猪名川町

淡路市・洲本市・南あわじ市　　　

未来に伝える ひょうごの

兵庫県教育委員会  文化財課

無形民俗文化財

無形民俗文化財の登録制度のご案内
　兵庫県では、令和３年度より国・県・市町の指定などを受けていない無形民俗文
化財のうち、
　　県内で行われており、
　　昭和初期以前から伝えられている 、
　　地域の生活文化を理解する上で大切な祭り・行事　　
　　を「兵庫県登録無形民俗文化財」として登録し、保護を図っていきます。

　登録されると、
　　公開事業や表彰、各種助成等に優先的に推薦します。
　　記録作成や用具等の整備に要する経費の一部を、予算の範囲内で補助すること

ができます。

　市町の文化財主管課からの意見に基づき、県教委が県文化財保護審議会の意見を
踏まえ登録します。

　登録に関するお問い合わせは、市町の文化財主管課までお願いします。

兵庫県の各地で伝承されている祭り・行事
　兵庫県は、昔の国名で播磨、但馬、淡路の３ヶ国と摂津、丹波国の一部をあわせ
た旧５ヶ国からなっており、異なる風土をもつことが特徴です。この多様な個性を
持つ地域に根ざし育まれた祭り・行事は、消滅あるいは変容したものもありますが、
現在もなお数多く継承されています。

　このことが兵庫県の祭り・行事の特徴といえます。

　県内各地区の祭りや行事の概要を、令和元年度に刊行した「兵庫県の祭り・行事
調査」にとりまとめました。各地区の概要は兵庫県教育委員会のHPや、下記に掲
載していますQRコードからご覧いただけます。

　○総論・神戸・阪神地区　　　　　　　○播磨地区

　○但馬地区　　　　　　　　　　　　　○丹波地区

　○淡路地区

9 灘の酒樽製作技術
❶灘の酒樽製作技術保存会　❷−　❸神戸市　❹−

灘の酒樽製作技術は、兵庫県東部の灘五郷と呼ばれてきた地域において江戸時代よ
り大量醸造されてきた日本酒を出荷・運搬するために用いられてきた容器である酒
樽を製作する技術である。製作工程は、大きく竹割り、タガ巻き、側立ての３工程
からなり、職人は全行程を１人で行う。竹割りは、酒樽を最後にしめるタガの材料で
ある竹ヒゴを製作する工程でタガ巻きは、竹ヒゴ１本を巧みに編み込んで円いタガ
を製作する工程である。側立ては、吉野杉を加工した側板を組み合わせて酒樽の形
状を作り、タガでしめて酒樽を完成させる工程で、様々な種類の鉋やセンを用いる。
特にショウジキと呼ぶ鉋を用いて側板どうしの接合面を整える作業は、酒が漏れない
ようにする重要な作業で、木の性質や季節、温湿度などを考慮して勘を頼りに行う。

1 車大歳神社の翁舞
❶車大歳神社翁舞保存会　❷毎年１月１４日
❸神戸市須磨区車字松ヶ原５５１　❹車大歳神社

毎年１月１４日、本殿前の拝殿で、おこなわれる。露払い・
翁舞・三番叟・父尉の４部構成からなる。宮座制度の
もとで伝承されてきたため、古式を良く遺しおり、貴重
である。用いられる面は、江戸時代初期のものと考え
られ、氏子の間では御神体として崇められている。

17 淡河八幡神社御弓神事
❶お弓神事保存会　❷２月１１日　❸神戸市北区淡河町勝雄３５
❹淡河町勝雄　淡河八幡神社

神社境内で弓を射る所作をおこなうことで、邪気を払う伝統行事。射手は、
氏子の２０歳までの男子から選ばれる。古式をとどめた厳格な作法の格式
を良く守り、射礼の故実を存しているとこをは県
下でも稀である。

13 波々伯部神社のおやま行事
❶波々伯部神社氏子　❷８月第１土曜日・日曜日
❸丹波篠山市波々伯部　❹波々伯部神社

祇園祭と呼ばれる波々伯部神社の例祭であり、ダンジリヤマと呼ばれる四
輪一層吹き抜け型の囃子屋台とキウリヤマと呼ばれる脇障子付きの船形
屋台の２種類の曳山が奉納される。キウリヤマ
は３年に一度奉納され、屋台上でデコノボウと呼
ばれる素朴な人形戯が公開される。デコノボウ
は一本の柄を握って操られるなど中世的な人形
戯をよく留めている。

5 因幡・但馬の麒麟獅子舞
❶但馬地域麒麟獅子保存会　❷各地区による　❸新温泉町・香美町
❹宇都野神社他

鳥取県東部から兵庫県の新温泉町・香美町に伝承されている獅子舞の一
つ。獅子頭が麒麟に似ていることから「麒麟獅子」と呼ばれている。

21 曽根天満宮の一ツ物神事
❶曽根天満宮一ツ物神事保存会　❷毎年１０月１３・１４日
❸高砂市曽根町２２８６−１　❹曽根町　曽根天満宮

一ツ物とは、祭礼時に特別の扮装をして馬又は肩車に乗って登場する童子
のことで、神々を招くときにその霊が宿る媒介の役（憑坐）をしたものと
言われている。５､ ６歳の男子で氏子４カ村より
各１人宛出され、計４名登場する。室町時代頃
の発祥と伝えられ、曽根天満宮の秋の祭礼に行
われる。竹割行事も一ツ物神事に付随して行わ
れる。

10 播磨国総社「一ツ山」・「三ツ山」神事
❶射楯兵主神社　❷一ツ山 ６１年ごと　三ツ山 ２１年ごと
❸姫路市総社本町１９０　❹総社本町　射楯兵主神社

「一ツ山」は６１年目ごとに総社神前広場に「造り山（置
山）」を１基造って行う古式を伝える祭礼形式で丁卯祭
ともいう。

「三ツ山」は２１年目ごとに総社神前広場に「造り山（置
山）」を３基造って行う古式を伝える祭礼形式で臨時祭
ともいう。平成27年度より播磨国総社一ツ山大祭・三
ツ山大祭保存会を立ち上げ式年祭礼の継承に取り組ん
でいる。

2 上鴨川住吉神社神事舞
❶住吉神社神事舞踊保存会　❷毎年１０月第１土・日曜日
❸加東市社町上鴨川５７１　❹上鴨川住吉神社

中世京都の祭礼で演じられた王の舞、獅子舞、田楽、
猿楽を宮座の坂集？（結衆・若衆？）が演じており、宮
座による自治的結束を持った中世郷村の祭礼形態を良
くとどめている。現在の能楽（猿楽）大成以前の猿楽
の古い形式の「翁舞」を今に伝えており、全国的にも
貴重である。

18 摂州兵庫功徳盆踊
❶むぎわら音頭保存会　❷毎年８月１５・１６日　❸伊丹市南野宮前３９１
❹南野地区

伊丹市南野地区で行われる盆踊りで一般にはむぎわら音頭の名で知られ
る。僧行基が猪名野笹原開発に際し、それに従事した労働者を慰安する
ために始めたと言い伝えられている。かまきり・
餅つき等の曲踊りや三味線 ･ 太鼓なども独特で
ある。

14 青垣町寺内三番叟
❶八幡神社祭礼保存会（青垣翁三番叟保存会）　❷10月の第2土、日曜
日　❸丹波市青垣町沢野１３−１　❹沢野　八幡神社

室町時代末期頃、村人たちが打ちそろって天下泰平を祈り、五穀豊穣を
願い始められたとされる。笛、小鼓、地謡をもととした翁舞で、その形態
は能楽式三番の成立に先立つ呪術芸能や丹波猿
楽との関係を思わせる。時勢による消長があり、
後世のあやつり三番叟の影響かと思われる所作
も含まれる。

6 但馬久谷の菖蒲綱引き
❶久谷菖蒲綱保存会　❷毎年６月５日　❸美方郡新温泉町久谷
❹久谷地区

端午の節供に屋根にあげた菖蒲・よもぎ・すすきを編んで綱を引き合う。
年占いや地域の発展を祈って行われる。

22 吉川若宮神社のヤホー神事
❶若宮神社宮座中　❷毎年１０月第１日曜日
❸三木市吉川町稲田５５７番地　❹稲田　若宮神社

若宮神社の秋季例大祭で行われる。獅子頭を先頭に猿田彦、小鼓打ち、
太鼓打ちなどが隊列を組んで境内を歩く。最後に神前で馬上の稚児、カ
ヤの稚児、猿田彦で問答が行われる。

11 大杉ざんざこ踊
❶大杉ざんざこ踊保存会　❷毎年８月１６日　❸養父市大屋町大杉
❹大杉　二宮神社

二宮神社に奉納する太鼓踊りで、慶安2年に始まったと伝える。進行役の
新発意(シンポウチ)が軍配で拍子をとり、大団扇（オオシデ）を背負った
4人の中踊りを大勢の踊り子が円陣となって囲
み、音頭の囃子に合わせて踊る。赤熊（シャグマ）
を付けて踊ることから「鬼踊り」とも呼ばれる。

3 東光寺の鬼会
❶東光寺追儺式及び田遊び保存会　❷毎年１月８日　❸加西市
❹上万願寺町　薬師堂

五穀豊穣を祈る伝統行事「田遊び」と鬼追いが同一行事の中で行われる
のは、県内唯一である。民俗行事の地域的特色を良く示す。

19 三田本庄百石踊
❶駒宇佐八幡神社百石踊保存会　❷毎年１１月２３日
❸三田市上本庄１２２１　❹三田市上本庄　駒宇佐八幡神社

文亀３年（1503年）の干ばつに際して、諸国遍歴の僧元信が当地で雨乞
い中に見た夢の中での踊りを、雨が降ったことに感謝して雨乞いの願解き
として踊ったことが起源と伝える。風流系太鼓踊
りの一種で、名称の由来は、踊りを一回奉納す
るのに米百石の費用を要するからとされる。昭
和25年（1950）に保存会が結成され、現在の
ように、上谷と下谷が隔年ごとに奉納するように
なった。

15 阿万の風流大踊小踊
❶阿万風流踊保存会　❷９月１５日に近い日曜日
❸南あわじ市阿万上町　❹阿万上町　亀岡八幡神社

亀岡八幡宮に五穀豊穣、郷土繁栄を祈願する踊り。風流踊りの中でも異
彩を放つ。大踊りと小踊りがあり、それぞれに多くの演目がある。干魃に
際しての願解きとして踊られてきた。

7 淡路人形浄瑠璃
❶（財）淡路人形協会　❷淡路人形座で毎日
❸南あわじ市福良甲１５２８−１地先　❹淡路人形座

約５００年前、西宮戎神社に仕えた傀儡師百太夫が、全国を巡業中三原町
の旧三条村に伝えたとされ、３人遣いの人形芝居として各地を巡業発展し
た。最盛期には多くの座元があり、各地に淡路
人形を伝播させた。三番叟や戎舞が祝福芸とし
てあるほか、愛憎や人情を語る長編の芝居もあ
る。登場人物の台詞を太夫が語り、三味線は太
夫を助け、感情情景を表現する。

23 石上神社なまずおさえ神事
❶石上神社なまずおさえ神事保存会　❷毎年１０月第２日曜日
❸西脇市板波町４　❹板波町　石上神社

石上神社の秋祭りの本宮の夜に、神社拝殿の正面に設けられた土俵上で
奉納される儀礼的な相撲である。「なまずおさえ」は、褌姿のネリ（練り、
練者）と呼ばれる者が相撲の型と思われる所作
をする。これに引き続いて同じ土俵上で奉納さ
れる儀礼的な子ども相撲がある。

12 養父のネッテイ相撲
❶水谷神社ねっていずもう保存会　❷毎年体育の日　❸養父市奥米地
❹奥米地　水谷神社

水谷神社の秋の祭礼に奉納する儀礼的な相撲。氏子の成人男子2人が装束
（裃の下のみ）を整え、「ヨイヨイヨイ」の掛け声で四股を踏む、拳を切る、
両手で互いの首を抱えて飛びあいながら一回り
する。これを繰り返す。相手と組み合うが勝負
はしないという特色がある。平安時代の節会相
撲の名残をとどめているともいわれる。

4 坂越の船祭
❶坂越の船渡御祭保存会　❷毎年１０月第２日曜日及びその前日
❸赤穂市坂越１２９９　❹坂越　大避神社

櫂伝馬船、獅子船、頭人船、楽船、神輿船、歌船など古風な形式を保っ
た和船十数艘が船行列を行い、坂越湾内の生島（いきしま）にある御旅
所まで往復する。青年たちによる勇壮な橋板（ば
たいた）掛けなど各種の道具だてと儀礼や芸能
が数多く含まれており、我が国における船祭り
の典型的なものの一つである。

20 大蔵谷の獅子舞
❶大蔵谷獅子舞保存会　❷スポーツの日の前日とその前日
❸明石市大蔵本町６−１０　❹大蔵本町　稲爪神社

１０月の稲爪神社例祭時に奉納する獅子舞。３人立ちを行うなど動きの激
しさや、宮の石段で戯れるなどのひょうきんさに特徴がある。

16 長田神社古式追儺式
❶長田神社旧氏子　❷２月節分　❸神戸市長田区長田町３丁目１０
❹長田町　長田神社

毎年２月節分に当たり、社頭で行われる古式神事。神社の行事として古式
を伝えているのは貴重といえる。鎌倉時代以前の善鬼の姿を今に伝えて
いる。

33 梛八幡神社神事獅子舞
❶梛八幡神社神事獅子舞保存会　❷毎年１０月２０日
❸たつの市神岡町沢田　❹沢田　梛八幡神社

梛八幡神社の秋の例祭に奉納される獅子舞。舞は全てで１２曲あるが、特
に「継獅子」と呼ばれるものは、獅子も子方もともに人の肩の上に立ち
上がって曲芸的な技を演ずるもので、この獅子
舞の第一の呼び物となっている。

34 室津小五月祭（棹の歌）
❶小五月祭り保存会　❷毎年４月上旬の土日　❸たつの市御津町室津７４
❹室津　賀茂神社

賀茂神社の例祭である小五月祭りで神前に奉納される歌である。動きの
少ない静の芸能であるが、鮮かな色彩の衣装と古風をとどめる歌詞に特
徴がある。

35 赤穂宝専寺恵比寿大黒舞
❶宝専寺恵比寿大黒舞保存会　❷毎年1月1日
❸赤穂市尾崎５９６　❹尾崎　宝専寺

正月に家々をまわって､ ほぎごとを述べ祝儀を受けていた門付祭文の芸
を伝えたもの。恵比寿と大黒の面をかぶり、恵比寿は大きい鯛をかかえ、
大黒は小づちを手にして、極めて大ぶりな身ご
なしで舞う。

36 赤穂八幡宮獅子舞
❶尾崎獅子舞保存会　❷毎年10月15日後の土・日曜日
❸赤穂市尾崎２０３　❹尾崎　赤穂八幡宮

秋祭りに奉納する獅子舞。勇壮な鼻高に誘導された獅子が、神輿の前方
の悪霊を祓い清めながら御旅所まで舞いながら進行する。笛音色はなく
太鼓の音のみでの舞技に特色がある。

37 轟の太鼓踊り
❶蓮華寺古代太鼓踊保存会　❷毎年８月１４日
❸豊岡市竹野町轟　❹轟　蓮華寺

蓮華寺の施餓鬼に奉納される風流踊り。但馬各地でみられるザンザカ踊り
と異なり、白装束に締太鼓、踊りの動きも少なく、より古い形態を残す芸
能である。

38 法花寺万歳
❶法花寺万歳保存会　❷正月、祝事　❸豊岡市法花寺７２３
❹法花寺地区

万歳は正月に各戸をたずねて、太夫（主人役）と才蔵（従者役、法花寺
万歳では「才若」という）が掛け合いでめでたい言葉を連ねて祝言を述べ、
舞を舞って祝福する芸能である。法花寺万歳は、
現在も正月の「門付け」に廻り、家内繁栄、農
業の豊作を祈るめでたい芸能として親しまれて
いる。なお、この門付けを行っているのは、兵
庫県でも法花寺万歳のみである。

39 香美町三番叟
❶香美町三番叟保存会　❷各地区による　❸美方郡香美町村岡３９０−１
❹香住神社他

香美町香住区には６地区に三番叟が伝承され、各地区の神社の秋の祭礼
で奉納されている。三番叟は千歳、翁、黒木尉で構成され、大きな流れ
は共通しているが、節回しや細部の所作は各地
区ごとに異なる。村芝居が盛んであった江戸末
期から明治期にかけて播州歌舞伎などが村々を
巡行しており、化粧や所作の中にその影響があ
るのではないかと考えられる地区もある。

40 久谷ざんざか踊
❶久谷ざんざか踊保存会　❷毎年９月１５日　❸美方郡新温泉町久谷
❹久谷　八幡神社

八幡神社の祭礼で奉納される芸能で、全国的に分布する風流太鼓踊りの
一つ。但馬地域に分布するざんざか踊り（ざんざこ踊り）の中でも古い形
態を伝えている。

41 はねそ踊
❶はねそ踊保存会　❷毎年８月１４日〜１６日　❸新温泉町丹土　❹丹土

戦国時代に丹土地域で伝承された踊り。歌舞伎調が由来といわれ、頭（ず）
を切り、顔の向け方、足の踏み方が直線的な決め手があるのが特徴であ
る。

42 九鹿ざんざか踊り
❶九鹿ざんざか踊り保存会　❷毎年１０月１５日に近い日曜日
❸養父市八鹿町九鹿　❹九鹿　日枝神社・八幡宮

日枝神社の秋祭りに奉納される太鼓踊り。踊り手は4人、うち2人は腰に
太鼓を括り、背中に大幣を背負う。他の2人は一文字笠を被り、手に軍配
扇を持つ。入端踊り、御本踊り等７目の踊りを奉
納する。太鼓踊りの前に棒振り(子ども踊り)があ
り、太鼓に合わせてアクロバット的な芸が次々に
演じられる。

43 若杉ざんざか踊
❶若杉ざんざか踊保存会　❷毎年８月１６日　❸養父市大屋町若杉
❹若杉　三社神社

昔、大和の国の修験者がこの地の若者に教えたもので、氏神に奉納した
ところ村が繁昌したと伝える。新発意にあたる進行役がなく、踊り手は大
団扇を背負う団扇2人、太鼓打ち4人、踊り唄を
歌う中踊りで構成される。華やかな衣装で花傘
をかぶり、太鼓を打ちながら優雅に踊ることから

「姫踊り」とも呼ばれる。

44 寺内ざんざか踊
❶山王神社ざんざか踊保存会　❷毎年７月の第３日曜　❸和田山町寺内
❹寺内　山王神社

山王神社の使者であるサルの装いで、腰の太鼓をたたきながら輪になっ
て踊る側踊り、中心に「しない」を背負った２人の中踊りと呼ばれる踊り手
が立つ。「しない」は日月を象り竹の輪に１２ヶ月
を示す１２本の竹すだれと３６５枚の紙幣を取り付
け、その高さは、但馬に分布するザンザカ踊り
の中でも高く、円陣の中でひときわ賑わいを示
す。

45 小野原住吉神社の田楽
❶小野原住吉神社五ヶ宮総代　❷毎年10月第１土曜日
❸丹波篠山市今田町上小野原３０番地の１　❹上小野原　住吉神社

田楽は住吉神社祭礼の宵宮に奉納される。締太鼓とビンザサラの演奏が
交代するときに「カエロカエロ」と声をかけることから、別名「蛙踊り」と
も呼ばれてる。踊りの内容は惣田楽「ヤスミ」「コ
ツ」「シコウ」と「イズマイ」と呼ばれる輪舞で、
鶴亀を染め抜いた紺の素袍と袴を着用した踊り
手が舞う。中世の田楽の姿をよく留めている。

46 木津住吉神社の田楽
❶木津住吉神社田楽踊保存会　❷毎年スポーツの日とその前日
❸丹波篠山市今田町木津１０８番　❹木津　住吉神社

木津住吉神社の秋の祭礼に、舞堂で奉納される田楽で、シデカタゲ１、サ
サラ４、締太鼓２、笛１の計８名で演じる。演目は、巫女の舞・田楽・扇の
舞の３種ある。田楽芸の奉納後、ガンサイ（願
の踊り）と儀礼相撲（餅相撲）がある。中世芸
能を良く残す。

47 大久保踊
❶大久保踊保存会　❷毎年１１月３日　❸南あわじ市八木大久保　❹−

天明年間、飢饉の窮状を訴え出て罰せられた百姓宮村才蔵の霊を慰める
ため始められた盆踊り。大太鼓一つを伴奏とし音頭に合わせ踊る笠踊（三
階笠）・淀車・朝顔などの手踊と、毛槍・太刀・番傘等を持ち踊る槍踊（義
士討入）・机踊（寺子屋）・傘踊などの道具踊と
がある。振付は、佐尾寺住職教雲の指導による
といわれる。

48 府中八幡神社のささら踊り
❶府中八幡神社ささら踊り保存会　❷毎年９月第１土曜日
❸南あわじ市榎列小　❹榎列　府中八幡神社

府中八幡神社の秋季祭礼に奉納されており、田楽のなごりをとどめてい
るといわれる風流踊りで、童児のささら踊」という形で今に伝えている。
踊りは男児１４人で演じられ、２人が太鼓を打ち、
１２人が２組に分かれて並び、右手にササラを持
ち、左手のコキリコという細長い棒をすり、はや
し言葉を口ずさみながら踊る。

25 朝光寺鬼追踊
❶朝光寺鬼追踊保存会　❷毎年５月５日　❸加東郡社町畑６０９
❹畑　朝光寺

国宝の本堂で大般若経の転読のあと、翁（住吉明神）
が松明を持ち境内の仮設舞台で「祓いの踊」を行う。
その後「一番の踊」では赤鬼、青鬼、黒鬼、黄鬼が出
て踊る。「二番の踊」「三番の踊」は４鬼が並んで踊り、
餅切りと松明での餅焼の所作で終るなど踊の所作がよ
く伝承されている。

26 秋津百石踊
❶秋津百石踊保存会　❷不定期　❸加東市秋津１１１３
❹秋津　住吉神社等

早ばつの時に最後の望みを託して奉納される雨乞い踊である。真棒打（新
発意）４人を中心に、太鼓打１・羯鼓打２・花笠２・地歌（音頭取）１・踊
子約１０人が、はなやかにかつ古式ゆたかに踊る。

27 大塩天満宮獅子舞
❶大塩天満宮獅子舞保存会　❷毎年１０月１４日・１５日
❸姫路市大塩汐咲1−50　❹大塩町　大塩天満宮

氏子地区の大塩町４地区（東之丁・宮本丁・中之丁・西之丁）、別所町１
地区（小林丁）、高砂市北浜町３地区（牛谷丁・北脇丁・西濱丁）に伝わ
る野獅子の生態を描写した野性味溢れる豪快な
毛獅子の舞。道中舞と地舞（奉納舞）がある。

28 犬飼獅子舞
❶犬飼獅子舞保存会　❷毎年スポーツの日直前の土日
❸姫路市香寺町犬飼　❹犬飼　神明神社

神明神社の秋季例大祭に奉納される獅子舞、歌舞、四方舞、剣の舞を特
に三役と呼び、獅子舞のはじめに本殿前で必ず舞うことになっている。舞
は16種類あったが、現在は12種類の舞が上演
されている。本宮の朝に地区全戸の荒神祓も行
う。

29 真浦の獅子舞
❶真浦自治会　❷毎年７月２４日・２５日　❸姫路市家島町真浦５７１番地
❹真浦　真浦神社　家島神社

家島神社の7月24、25日の天神祭に奉納する獅子舞。播磨に多く分布す
る伊勢太神楽系獅子舞だが、壇尻船による海上渡御に伴い、船上で上演
する点に特色がある。

30 松原八幡神社秋季例祭風流
❶姫路「灘のけんか祭り」伝承会　❷毎年１０月１４日・１５日
❸姫路市白浜町甲３９６　❹白浜町甲　松原八幡神社

祭りの中心である神幸式にともなう神輿合わせ・傘鉾・獅子だんじり・大幡・
太鼓屋台・獅子舞などの風流が江戸時代の伝統をよく残し御旅山山麓の
桟敷は群を抜く規模。

31 魚吹八幡神社秋季例祭風流
❶魚吹八幡神社氏子惣代会　❷毎年１０月２１日・２２日
❸姫路市網干区宮内１９３　❹網干区宮内　魚吹八幡神社

祭りの中心である神幸式にともなう提灯練り・敷村太鼓・
金幣・幡・太鼓屋台・だんじりと流し・獅子舞などの風
流が江戸時代の伝統をよく残している。

32 甘地獅子舞
❶甘地獅子舞保存会　❷毎年９月第２日曜日、および１０月第２日曜日
❸神崎郡市川町甘地　❹甘地　大歳神社、八幡神社

伊勢太神楽系の獅子舞。頭は本獅子（雌）のため、優雅な動作が特徴。「鈴
の舞」他１０曲が伝わる。

8 兵庫県の酒造習俗（昭和４３結）
❶−　❷−　❸−　❹−

兵庫県の酒造習俗は、神戸市東部から西宮市今津付近に至る、灘と呼ばれる
地域に伝承されてきた酒造りに関する習俗である。灘の酒造りは１７世紀前半
に始まるといわれ、特に１８世紀に入ると灘の名が用いられるようになり、同時
に江戸積みの特権を有する酒造業者の株仲間も結成された。この当時の灘は、
上灘、下灘、今津の三郷であったが、酒造業の発展もあり文政１１年には上灘
が３つに分かれて、いわゆる灘五郷が形成されてきた。この地域で酒造が発展
した背景には、良質な酒米を確保できること、六甲からの水が良質であるうえ、
精米に用いる水車の動力として確保できること、市場へ直結する港湾があるこ
と、さらに丹波から優れた杜氏を招くことができたことなどがあげられる。

24 住吉神社龍王舞
❶龍王舞保存会　❷毎年４月第１日曜日　❸加西市北条町北条１３１８
❹北条町北条　住吉神社

北条節句祭りに演じられる方固めの舞。天狗面に鳥兜
をつけた舞人が太鼓と横笛にあわせて舞う。

❶保持団体等　❷公開日　❸所在地　❹中心となる伝承地（神社、寺院、施設等）
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